
宣 言 日 令和　　4年　　9月　　11日

住 所 埼玉県川越市寺尾73-5

県 内 企 業 等 の 名 称 DEVICE PARTNERS株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　泉崎 直樹

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①　７５％（3台/4台）　②　30L/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①　５０％（1台/2台）　②　50L/年

化石燃料使用量削減を目的として、環境配慮型
車両の導入を行う。
＜（現状値）202１年の数値＞
①電気自動車導入率：０％（0台/1台）
②燃料（ガソリン）使用量　100L/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は以下の経営理念に基づいた事業活動により、ＳＤＧｓの達成に貢献する。
①クライアント企業へ高品質なサービスを提供することで、クライアントとともに事業が発展していくことを継続さ
せる。
②技術進化の追及によりユーザーに喜ばれるとともに、社会貢献できる商品を提供する。
③企業として責任ある行動・判断・志向を高め、社員の人格発展を形成する。

DEVICE PARTNERS株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動の一環として、美化活動とフード
バンクへの食品寄贈を行う。
＜（現状値）202１年の数値＞
①街の美化活動　０回/年　のべ０人参加
②フードバンクへの食品寄附　０回／年

＜2030年に向けた指標＞

①　10回/年　のべ20人参加　③　年2回

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①　3回/年　のべ10人参加　③　年1回

経済

自社運営サイトにおいて、３Rを図った電子部
品・半導体の取扱い量を増やす。
＜（現状値）202１年の数値＞
①３Ｒ導入クライアント：０社
②３Ｒ利用部品取扱い割合：0％
③県内企業取引数：０社

＜2030年に向けた指標＞

①　800社　　②　60％　③３０社

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①　100社　　②　20％　③１０社


